
編集発行 渋川学区まちづくり協議会 
（事務局：草津市立渋川まちづくりセンター内） 

〠525-0025 草津市西渋川二丁目 9 番 38 号 

 077-569-0350   FAX 077-566-5143 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  shibukawa@machikyou.jp 

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ   http://www.machikyou.jp/shibukawa/ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渋川学区（平成 29 年 11 月３0 日現在） 

人口  9,636 人 

男性  4,786 人 女性 4,850 人 

世帯数 4,256 世帯 
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まちづくり協議会より 渋川学区の将来像 ～笑顔・思いやり・ふれあいのまち渋川～ 

皆さまにおかれましては、健やかに新年を迎えられましたこと

と心よりお慶び申しあげます。日ごろは、渋川学区まちづくり協

議会の活動にご支援とご協力を賜り厚くお礼申しあげます。さ

て、毎年発表されます民間調査の住みよさランキングの西日本エ

リアにおきまして、草津市は昨年も１位に輝きました。平成 30 年

も引き続き住みよいまちになりますよう、また渋川学区が明るく 

元気なまちであり続けますようご協力をよろしくお願いいたします。また、「健康のま

ち草津モデル事業」では地域活性化を推進するため、高齢化しつつある今、自分の体

は自分でまもるを“合言葉”に健康意識向上に向けて、地域の皆さまの健康管理のお

役に立つよう体組成計を導入いたしました。「がんばる地域応援事業」では、私のイチ

おし風景写真コンテストで、渋川の風景を見直し自分たちの街の良さを再発見し、地

域の皆さまと共に子どもたちに語り伝えていけますよう進めています。さらには、渋

川の歌をつくり皆さんが渋川を誇りに思い、後世に伝えていけるよう取り組んでおり

ます。今年も各町内会や各種団体の皆さまと協働しながら、さまざまな活動に取り組

んでまいりますので、皆さまのさらなるご支援とご協力をお願い申しあげます。 

本年が平和で実り多い年になりますよう祈念申しあげまして年頭のごあいさつと

いたします。 

 

明けましておめでとうございます。 

本年もどうぞよろしくお願い申しあげます。 

渋川学区まちづくり協議会  事務局 一同 

 

渋川学区まちづくり協議会 

     会 長  中 村  繁 樹 
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まちづくり協議会より 渋川学区の将来像 ～笑顔・思いやり・ふれあいのまち渋川～ 

教育文化スポーツ部会 

昨年 11月 12日㈰、

渋川小学校体育館でソ

フトバレーボール大会を

行いました。毎年チャレ

ンジスポーツ大会の渋

川学区の行事として、屋 

外のペタンクと併せて行っています。今年は応援も含

め 236 人の参加者で大変盛りあがった大会となりま

した。中学生から高齢の方まで幅広い年齢層が各町

内会にわかれ、9 人制 21 点先取りの 3 セットマッチ

の熱戦が行われました。怪我の報告もなく、良い汗を

かいた一日になりました。結果は以下のとおりです。 

昨年 12月 2日㈯、京

都市北区の「立命館大

学国際平和ミュージア

ム」と京都市人権展示施

設の「ツラッティ千本」へ

19 名で現地研修会を                               

優  勝 ： 北町第四町内会 

準優勝 ： 中出第四町内会 

三  位 ： 中出第三町内会 

敢闘賞 ： 中出第五町内会 

実施しました。国際平和ミュージアムでは「十五年戦

争」・「現代の戦争」・「平和をもとめて」の３つのテー

マでガイドさんから説明を受けました。ツラッティ千本

では、千本地域の歴史、文化、生活などの取り組み

や地域で行われている住民参加のまちづくりを担当

の方から説明を受けました。紅葉が終わりかけの古

都でしたが、交通渋滞に巻き込まれたのと、人権講 

子ども育成部会 

 

健 康 福 祉 部 会 

  昨年 12 月 9 日㈯、
渋川小学校体育館でク
リスマスふれあいコンサ
ートを開催しました。今
年は草津中学校吹奏楽
部の皆さんの演奏に加 

え、混声合唱団「草津カンタービレ」の皆さんが初出

演。『もろびとこぞりて』の歌声が響きわたると、会場は
一気に華やかなクリスマスムードになりました。合唱曲
や歌謡曲の演奏を楽しんだ後は出演者が手をつな
ぎ、観客と一緒に歌い、心温まる素敵なクリスマスコン
サートになりました。 

習会が厚盛なガイドさ

んでしたので、予定し

ていた帰路の到着時

間が大幅に遅れました

が充実した人権現地

研修でした。                                 

昨年 12月 2日㈯、穏やかな晴天の中 17人の参
加で第 3回ノルディックウォーキングをくさつ健・交クラ
ブの方を講師に招いて開催しました。第 1回目から始
めたウォーキングも 3 回目には皆さんの足取りも確か
なものになってきました。体育館でポールの使い方や
踵に体重を乗せる歩き方（プライマリーウォーキング）
などを学び、その後、外に出て葉山川を東に向かって
進んだのち、ＪＲ琵琶湖線沿いを歩きました。初めて

の方も誰でも簡単にでき、みんなで楽しく歩きました。 

 

 

テレビでおなじみの中原今日子さんと一緒に、寒さに

負けず体を動かし、筋力アップの体操をします。皆さん

のご参加お待ちしています。  

日時：平成 30年 2 月 2 日㈮ 午後 2時～4時 

場所：渋川まちづくりセンター 大会議室 

対象：渋川学区在住の人 50人程度 
*詳しくは 1月 15日配布の案内をご覧ください。 
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                     まちづくり協議会より 

渋川まちづくりセンターより 

防災訓練実行委員会 

昨年 11月 23日（木・祝）、渋川小学校に於いて、防災訓練を実施しました。15町内

から総勢 150 名、さらに草津市危機管理課、第 7 消防団など各種団体から 80 名、合

計 230 名が参加しました。今回の目玉は「体験型避難所運営訓練（リアルＨＵＧ訓練）」

で、避難者は一人分のスペースとして新聞紙 4 枚分の狭さを体験し、キッチンペーパー

と輪ゴムでマスク、新聞紙でのスリッパ作りなどを体験しました。また、「照明設置体験」

「仮設トイレ組立体験」「段ボールベッド組立体験」「ロープワーク体験」「炊飯（カレー）体

験」など多くの体験もしました。今回のリアルＨＵＧ訓練を本格的に単独で導入したのは渋

川学区が初めてで、市や龍谷大学の研究ゼミ、守山市役所などからの見学もあり毎日

新聞社の取材もありました。今回の体験から得た知識、失敗談、改善案などを各町内に

持ち帰り、今後の防災活動につなげて行きたいと強く思いました。  

渋川学区防災訓練を終えて！ 

子ども育成部会 

今年も花植えと 
じゃがいも植えをし
ます。 
  
渋川小学校の卒業式と入学

式を飾る色々な春の花の苗

を植えます。裏の畑にはじゃ

がいもの種芋を植えます。 
 
と き：平成 30 年２月２４日㈯ 

午前 10 時～12 時 30 分 

ところ：渋川小学校の畑 

※詳しくは１月１５日全戸配

布の募集チラシをご覧くだ

さい。 

映画の上映会をします。世界中で愛されるデ
ィズニーの名作アニメの実写版をお楽しみい
ただきます。事前にお申込みのうえ、ご参加く
ださい。詳しくは１月１５日より町内会を通じて
回覧するチラシをご覧ください。 
 

と き：平成３０年２月５日㈪ 

午後１時３０分～午後３時４５分 

ところ：渋川まちづくりセンター 大会議室 

 

 

昨年１１月１８日（土）、

講師に凸凹迷
で こ ぼ こ め い

コンビさん

をお迎えして42人の参加

で人権講座を開催しまし

た。わかりやすい二人語り

で講座は進み、最後は全

員で伝言ゲームをしまし

た。実際に、人から聞く話

やうわさ話の信ぴょう性の

低さを実感しました。 

渋川やすらぎ学級「館外研修」と 
「お正月用寄せ植え」の開催報告 
昨年 11 月 26 日（日）に、渋川やすらぎ学級受講生 19 人で

長浜市へ館外研修に行きました。昨年度、講演をしていただき

好評だった冨田人形共遊団の皆さんによる長浜人形浄瑠璃「冨

田人形」の定期公演を見て伝統文化について学びました。今か

ら 180 年ほど前に、現在の徳島県「阿波」から人形座が芝居巡

業のために長浜市にやってきましたが、大雪のため芝居ができず

帰りの路銀さえありませんでした。そこで、お金と引き換えに人形

浄瑠璃の道具を一式置いて行ったことから、村の人たちが人形

を使って稽古をしていったことが始まりです。残念ながら撮影はで

きませんでしたが、人形が裁縫をするシーンなどは、本当に針と

糸を使って縫い玉留めをしているかのようで、歯で糸を切る音ま

で聞こえてきそうでした。会場からは拍手が沸き起こりました。 

昨年 12月 13 日（水）に、渋川やすら

ぎ学級第 6回講座「お正月用寄せ植え」

を開催しました。ミニ葉牡丹や縞笹、「難

を転ずる」といわれることからよく庭先に

植えられる南天の３種類を、孟宗竹で作

った鉢に植えました。飾りを差し込みぐっ

とお正月らしい寄せ植えが完成しました。 

渋川学区の将来像 ～笑顔・思いやり・ふれあいのまち渋川～ 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1513744321/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9rb2hhY3UuY29tL3dwLWNvbnRlbnQvdXBsb2Fkcy8yMDE3LzA2L2tvaGFjdS5jb21fMTJfcGxhbnRfMTgtMjc1eDMwMC5wbmc-/RS=^ADBZY7ayrjO48YQ2bGnpofNC3lRLMQ-;_ylt=A2RimWBAljhaVmYAMyqU3uV7
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第 62号(4)             地域情報 渋川          平成 30(2018)年 1月 15日 

まちづくり協議会・渋川まちづくりセンターより 

『地域情報 渋川』（5,000部発行）では、広告スポンサーと景品提供スポンサーを募集しています。 

お申込み、お問合せは事務局〔草津市立渋川まちづくりセンター（ 077-569-0350）〕までお願いします。 

＜訂正とお詫び＞ 
「地域情報 渋川 第 61 号」で、運動会町内対抗リ

レー競技の優勝町内会の記載が間違っていましたの

で訂正してお詫び申しあげます。 

＜誤＞      ＜正＞ 

中町第二町内会   南二町内会 

和久田
わ く だ

 咲
さ

良
ら

さん 山瀬
や ま せ

 心
こ こ

遥
は

さん 

昨年１１月２６日㈰、草津アミカホールに於いて草

津市青少年育成大会が開催されました。その中で「挨

拶（あいさつ）運動啓発作品」に応募された多くの作

品から渋川小学校４年生の児童二人が「特別賞」を受

賞しました。その他にも入選作品に三人の児童が選ば

れました。写真は特別賞受賞の児童です。 

 

＜入選作品＞  

明石 羚吾さん（３年） 

大森 香凛さん（６年）・田中 美妃さん（６年） 

更生保護女性会は、保護司やＢＢＳ会と共に犯

罪や非行の防止活動をしたり罪を犯した人の立直

りを支援するボランティア団体です。更生保護施

設では一般の方からの日用品や衣類を届けていま

す。また、子どもの見守り・地域内パトロール・Ｂ

ＢＳ会の支援もしています。毎年７月には「一般公

開ケース研究会」を開催し地域の方たちと話し合

う機会を持っています。この研究会は、小中学校、

地域の現状を知る最も良い機会です。更生保護女

性会でご一緒に活動しませんか。 

環境教育・全国一の最優秀賞に続き、『ＳＤＧｓ賞』を受賞 

渋川小学校は、滋賀県よりエコスクール校の認定を受け、環境教育に

力を入れています。開校以来、地域協働で進めてきたビオトープを核とし

た環境教育を実施してまいりました。５年前からは、さらに視点を拡大し、

地域の身近な自然や生き物、くらし、文化について学ぶことにより、生まれ

育ったふるさとに誇りや愛着を深める環境教育を実践してきました。全学

年の学びの成果を発信するためにふれあいまつりでは、校内に「渋川ＥＳＤ

ミュージアム」を開館しています。ＥＳＤとは、「持続可能な開発のための教

育」の略ですが、本校では、Ｅ（いいまち）Ｓ（しぶかわ）Ｄ（だいすき）と読み

替えて使っています。長年にわたる地域に根ざした環境教育の実践が認 

 

北海道の選考会で本校の取り

組みを紹介する代表児童 

められ、昨年８月には、コカ・コーラ環境教育賞の『最優秀賞』を受賞し、全国一位となりました。 

全国一位となりました。 

 

さらに、先月 12 月には、生き物をテーマにした環境教育の取り組みを評価する生物

多様性アクション大賞において、新設された特別賞『ＳＤＧｓ賞』を国連広報センターより

いただくことができました。ＳＤＧｓとは、国連が示した持続可能な開発目標を表します。

本校の地域に誇りや愛着を深める環境教育は、持続可能な地域づくりのための人育て

であると、「世界にも伝えたい次世代の活動」と高い評価をいただき受賞となりました。 

 

＜渋川まちづくりセンター大掃除のお礼＞ 
昨年末に、地域団体や利用者の皆さまのご

協力によりまして、センター施設内外ともに
大変きれいになりました。ご協力いただきあ
りがとうございました。 

⇒ 


